
























































































回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・山本勘太夫）、1 月 1 日（現・1 月 7 日）※ 
写真掲載 3 点（①神社前での相舞、②会館前での相舞、③札等配布物 5 種類） 
・古くより「志那の獅子舞」という言葉がある。どこよりも早く 1 月 1 日に獅子舞が来ることに由来する 


















































回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・山本勘太夫）、1 月 1 日（現・1 月 7 日）※ 
写真掲載 3 点（①神社前での相舞、②会館前での相舞、③札等配布物 5 種類） 
・古くより「志那の獅子舞」という言葉がある。どこよりも早く 1 月 1 日に獅子舞が来ることに由来する 





































回檀社中・日程 社中記載無し、1 月 23 日 
写真掲載 1 点（相舞） 



























回檀社中・日程 加藤源太夫※、1 月 16 日 
写真掲載 1 点（長持の前で幣束と鈴を構える獅子、1986 年 1 月 16 日） 


















































回檀社中・日程 加藤孫太夫（現在途絶えている）、2 月頃 



























1 月 23 日古高町※１、2 月 1 日守山本町※２ 
写真掲載 5 点（①相舞、②回檀中の長持ち、③長持ちの図解イラスト、④札 3 種、⑤魁曲） 
・「青空に響く笛、太鼓の音を聞くと、いかにも春が来たという思いになります。」 













3 月 12 日、水保 13 日、中野 14





※２ 現在、山本勘太夫社中が 2 月中に回檀を行っている。詳しくは１－１０を参照。 
※３ 現在、速野学区内の全ての町内は山本勘太夫社中が廻っている。日程は一部変更になっている。 























































回檀社中・日程 加藤孫太夫→森本想太夫※２（現・山本勘太夫）、1 月中※３ 




















































掲載頁 169, 171, 179-182 
地域 滋賀県守山市古高町 
回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・山本勘太夫）、1 月 23 日 
写真掲載 2 点（①②神社境内での魁曲※、1999 年 1 月 23 日） 




・守山市では 2 月 1 日から市内各町をまわるが、古高のみ大将軍神社の祭神の命日といわれる 1 月 23 日
におこなわれる 









回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・山本勘太夫）、3 月 18 日 



















回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・山本勘太夫）、2 月 27,28 日※ 
写真掲載 1 点（神社で幕を張っての総舞、剣の舞） 








































回檀社中・日程 加藤孫太夫（現・森本忠太夫）、1 月 3 日（現・4 月 5 日） 
写真掲載 10 点（①子どもの頭噛み、②門口祓いの様子、③お札 2 種、④和楽紋、⑤～⑦平
野氏籾干場での神来舞、⑧～⑩鈴木武司氏著書引用総舞写真） 
・正月三日に伊勢からやって来る 







・昭和 30 年頃まで 100 戸余、うち 80 戸が農家でほとんどお祓いを受けていた 
・お祓いのことは「荒神祓い（こじっぱらい）」といった 



























天狗 ササラ 棒 肩たたき 頭たたき 


















回檀社中・日程 社中記載無し（森本忠太夫）、3 月 23 日 
写真掲載 無 
・獅子舞がきて六条にも春がやってくる 











回檀社中・日程 森本忠太夫、2 月 7 日 
写真掲載 無 







































































回檀社中・日程 森本忠太夫、2 月 15 日 
写真掲載 1 点（神社での相舞） 















回檀社中・日程 社中記載無し（森本忠太夫）、2 月前後 
写真掲載 無 
・神楽の太夫が来て各戸を訪ね歩くのを「悪魔祓い」といった 
・白米五合内外の上に賽銭として 10 銭ほど添えて進上し、魔除けをしてもらった 












回檀社中・日程 森本忠太夫、2 月 1 日 
























・家々では荒神祓いの所に米 1 升とお金を供えておいて「キジマシ」にあげる 















回檀社中・日程 社中記載無し、3 月 3 日 
写真掲載 1 点（玄関先での悪魔祓いの獅子舞） 
































回檀社中・日程 社中記載無し、2 月 22 日 
写真掲載 2 点（①白波模様の法被を着た神楽師と長持ち、②玄関先で笛太鼓で獅子舞の伴奏
をする神楽師） 

















回檀社中・日程 社中多数、1 月～2 月 
























・1 月 2 日の朝早くから青年団の素輩が字内を廻って悪魔祓いをして稼ぎ、15 日の元服式の費用にあてた 
・伊勢の神楽廻しがこの字の人と賭けあそびで負けて置いていったといわれている 











回檀社中・日程 社中記載無し（渋谷章社中）、1 月 1 日 




















回檀社中・日程 山本源太夫、1 月 3 日・11 日・23 日の 3 日間 
写真掲載 無 
・山本源太夫一行が 1 月 3 日、11 日、23 日の 3 日間川並へ入った 
・3 日は新道など一部分に入って、昼から大字塚本堂の前で総まわし、11 日は昼から川並会所で総まわし
を行う 
・11 日は新道太四郎・良三・良一さんで宿して出発、23 日はおかべやか 
・装束は羽二重に来て仙台平の袴を着用 
・茶碗つみの後に一本棒が残って芸者の鼻に着いているのを取るのに、おやじが歌う歌（おやじさんが歌
うからおはやししてくれ ヨイコラセ キタサノセ ヨイヨイ まだ早い 歌うてやせん エーヘヘヘン おや
じも何よと思へども 囃しアヨイヨイ 早速取りつく島もなし 昔も昔その昔 西行法師と言へるエライお
坊さんが 水なき川を渡る時 豆腐の角に躓いて蒟蒻背骨で足突いた あこれに着ける薬はないかと 十七、
八の男の婆様に尋ねたら 随分ない事もございません 夏降る雪に寒茄子び これで水を焙って火で撚って


















回檀社中・日程 山本源太夫、加藤菊太夫、森本忠太夫など、1～3 月 
























回檀社中・日程 社中記載無し（一部は加藤菊太夫）、野村 2 月 1 日、建部 1 月 3 日、脇・宮 1 月 1






・御園地区の野村では 2 月 1 日（ニノツイタチ）に厄年の祈祷のために獅子舞が来る。還暦や初老（42 歳）
の祝いもある※１ 
・建部地区では 1 月 3 日に獅子舞が来る。とくに厄年の男性の厄祓いをしてくれるという。伊勢の松阪か
ら来たという※２ 

































・祝儀は 100～500 円 
・この一行は八日市に家を持っていて宿泊しながら村々を廻っている 
・ときには部落で半日買い切って芸を見物することもある 
・昭和 38 年には半日で 7000 円だった 
・戦前は出雲大社や行者もよくまわってきた。乞食、六部、お遍路などは大正時代にはよく来たが今は来
ない 
・三河万歳は正月に来る。2～3 分ほど舞うが、30 円ほど祝儀をやる 
 













りにやってくる。八幡神社の境内の火は元旦の午前 5 時 30 分頃まで焚いている。伊勢大神楽の一行が午























・各字の獅子舞の日は次のとおりである（僧坊 1 月 25 日、大沢 1 月 23 日、中里 1 月中、読合堂 1 月中、
平柳 1 月 20 日、南花沢 1 月 19 日、湯屋 1 月 24 日、中一色 1 月 17 日、平松 1 月 16 日、今在家 1 月 15
日、小八木 1 月 15 日、下里 1 月 23 日、祗園 1 月 21 日、北花沢 1 月 22 日、下一色 1 月 17 日、勝堂 1 月
15 日、北菩提寺 1 月 5 日、南菩提寺 1 月 5 日、出屋敷 1 月 8 日、西菩提寺 1 月 5 日、横溝 1 月 8 日、小
田苅 1 月 10 日、長 1 月 8 日、大清水 1 月 9 日、南清水 1 月 9 日、北清水 1 月 9 日、小池 1 月 8 日、下岸
本 1 月 7 日、清水中 1 月 8 日、池庄 1 月 20 日、中岸本 1 月 7 日） 
 





































回檀社中・日程 山本源太夫、1 月 4 日（能登川地区） 










・2 月 15 日に桑名から木之本経由で獅子舞が来る 
・森本長太夫が死んでからしばらく来ていなかったが、浄土寺が焼けたりして獅子舞の必要性を感じて頼














回檀社中・日程 吉野淳太夫、2 月（今地区） 










・1 月 10 日に山本源太夫の一座が来る。昼までに来て、各家のカマド祓いをする。昼も食べてもらう。以

















回檀社中・日程 山本源太夫、1 月中（長勝寺地区） 
写真掲載 無 
長勝寺地区 
・山本源太夫が 1 月の決まった日に廻ってくる 
・カマド祓いと、総まわしをする。昔は乎加神社の鳥居前でした 
















・島川地区は 1 月 12 日、青年会が世話にあたる。昼は社務所で接待。昭和 40 年頃までは区長宅で昼食だ
った 
・目加田地区は渋谷章社中が 1 月 27 日付近に来る。春日神社に参詣し、区長宅に挨拶したあと、家々を廻
り、総回しを行う 









回檀社中・日程 社中記載無し（伊藤森蔵か）、1 月 19 日 
写真掲載 2 点（①民家庭での神来舞、黒足袋に下駄で舞う、②伊藤森蔵社中の札） 




















回檀社中・日程 山本長太夫→福田宗太夫→山本長太夫→石川宗太夫（現・渋谷章社中か）、1 月 14
日→13 日→現 27 日 
写真掲載 1 点（魁曲） 








初は無料だったが 4~5 回後は有料となった 
・1965 年頃以降、経費の関係で一旦廃止された。1980 年代後半に福田宗太夫から難しくなったという話
があり、1988 年に山本長太夫組に頼むことになった。これは 1996 年まで続いた。しかしこの山本長太夫
は元の長太夫ではなく分派された神楽組だということは後で明らかになった 
・1996 年に老人憩いの家の竣工式のため惣回しを行う計画が立てられたが、山本長太夫は惣回しができる








・かまど祓いは 2 組に分かれて行い、最初の組が鎮火御守りの舞を演じ、祝儀を集めて、その多少を 2 組
目のわかるように白い紙を切り暗号のように玄関辺りに吊るしておく。2 組目はその紙の切り方を見て祝
儀の多少に応じた舞を演じた 
・神楽への祝儀は一般的に盆にもった白米 1 升と賽銭。戦時中と終戦直後は食糧難で白米では無かった 
・神楽一行の昼食は、有志数軒の家で賄われた。会議所で賄う事もあった。その後青年団の支部長の家で
























回檀社中・日程 山本長太夫（現・今若宗太夫）、1 月 11 日 
写真掲載 4 点（①集会所前での四方の舞、1987 年 1 月 11 日、②御旅所の石碑の前で神来
舞、③チャリ師が水の曲で曲芸の真似をする様子、④剣の舞） 












・総まわしの費用は若衆入りした 15 歳の男子が毎年 1 月 4 日に全戸を廻り集めた 











































回檀社中・日程 山本長太夫、1 月 12 日 
写真掲載 2 点（①広い座敷での相舞を幼稚園生が見物する姿、②山本長太夫の引き札） 

















回檀社中・日程 今若宗太夫、1 月 14 日 
写真掲載 無 
・この辺では、福田宗太夫、山本長太夫、今若宗太夫がやってくる 






























写真掲載 1 点（川並の神社での魁曲） 
・山本長太夫と山本源太夫の二つがそれぞれまわる。日程は以下の通り（1 日山本、2 日木流・中・五位田、
3 日平坂・新堂・塚本、5 日伊野部・三俣、6 日小幡、7 日奥・金堂、8 日石川・北町屋・石塚、11 日川並、
















































写真掲載 1 点（川並の神社での魁曲） 
・山本長太夫と山本源太夫の二つがそれぞれまわる。日程は以下の通り（1 日山本、2 日木流・中・五位田、
3 日平坂・新堂・塚本、5 日伊野部・三俣、6 日小幡、7 日奥・金堂、8 日石川・北町屋・石塚、11 日川並、





































































































































































回檀社中・日程 社中記載無し（渋谷章社中か）、多賀 1 月 19 日、敏満寺 1 月 20 日 
写真掲載 1 点（門口での神来舞。袴が柄物。後持ちはハンチング帽に普段着。ハツホトリは
下駄を履く） 
・伊勢大神楽が 1 月 19 日に早朝から多賀神社に参詣し、6 時過ぎから各家庭を廻る 
・午後は神社で獅子舞の総まわしを奉納 











回檀社中・日程 吉野淳太夫、1 月 4 日 
写真掲載 無 









回檀社中・日程 山本源太夫、1 月 4 日 
写真掲載 1 点（玄関先での悪魔祓い） 






















回檀社中・日程 社中記載無し（渋谷章社中か）、多賀 1 月 19 日、敏満寺 1 月 20 日 
写真掲載 1 点（門口での神来舞。袴が柄物。後持ちはハンチング帽に普段着。ハツホトリは
下駄を履く） 
・伊勢大神楽が 1 月 19 日に早朝から多賀神社に参詣し、6 時過ぎから各家庭を廻る 
・午後は神社で獅子舞の総まわしを奉納 











回檀社中・日程 吉野淳太夫、1 月 4 日 
写真掲載 無 









回檀社中・日程 山本源太夫、1 月 4 日 
写真掲載 1 点（玄関先での悪魔祓い） 






















































































一つとえ～ ひとつお伊勢の大神楽 腕前ものようなしげさんは 二つとえ～ 二つてんまつこしらえて 
ようっくしげさんにみな（全部）つかそ 三つとえ～ 見事に積んだるこの茶碗 ひとつ落ちても恥とな
る 四つとえ～ 夜は女郎やにござるげな 昼はお伊勢の米集め 五つとえ～ いつ来てみてもしげさん
の 羽織はかまの衣装のよさ 六つとえ～ むりょうむたいのおやじめが ようっくしげさんの邪魔をす
る 七つとえ～ 長い刀を引き抜いて 悪魔祓いは大神楽 八つとえ～ やまへかけまいしげさんに ま
た来年の春を待つ 九つとえ～ 紺の足袋に桐の下駄 下駄の鼻緒は京ビロード 十とえ～ 年も若いに
しげさんは おやまの道中危なかろ 十一とえ～ いちいち畑に芥子（けし）の花 芥子より良いのがし
げさんよ 十二とえ～ にこにこ顔してしげさんが 首振りばいつく品のよさ 十三とえ～ 十三てんま
つこしらえて ようっくしげさんにみな（全部）つかそ 十四とえ～ 獅子のだんかんなされても お顔
が見えんで頼りない 十五とえ～ 五人並んで笛吹いて 中で良いのがしげさんよ 十六とえ～ ろくた
い星さんおがまして 剣の舞いとは良くできた 十七とえ～ 質においたるしすの帯 受け出しておくれ
よしげさんよ 十八とえ～ 機（はた）もだんだんおったけど しげさんの羽織はまだ織らん 十九とえ
～ 栗やみかんも食べたけど しげさんのマツタケまだくわん 二十とえ～ 二十までこの唄作られて 
恥ずかし無いかなしげさんよ 
 







回檀社中・日程 山本長太夫、2 月末～3 月初 
写真掲載 無 
・伊勢から数人のグループで毎年来てお札と火除け札をおいていく 












































一つお伊勢の大神楽 しげさんは来春くるのがまちどおし 二つてんまりばいつき お手がだるけりゃさ
すりましょ 三つみごとな茶碗づみ ひとつおちてもはじになる 四つ 夜は女郎屋にござるとも ひる
はいつもの米あつめ 五ついとより細い柳腰 しげさん博多の帯しめて 六つ昔も今も変わりない男はよ









































・山本源太夫は約 40 日間長浜に滞在して市内の家々を訪れる。平成 13 年は 3 月 25 日に長浜市入りし、
4 月 25 日まで宿舎から市内はもちろん、びわ町や虎姫町へも廻った 
・山本源太夫は市街地の商店街を中心に檀那場を持っているが、回檀日程が決まっているところは 2 か所








・山本勘太夫は市内で 10 余りの町を檀那場とし、1 週間かけて巡回する。自宅を早朝に出てくるまで 2 時
間かけて通ってくる。かつては宮司（みやし）町の田中某氏が勘太夫の宿の世話をしていた※２ 
・訪問日が決まっているのは口分田町で、4 月 25 日の祭りの日に行く。まず天満宮に参る。現在は祭りが
日曜日になったので町の賑わいがない 













・本獅子がくる 1 週間から 1 日前にウソ（ニセ）獅子が回ることがあった。たいてい一頭で、村人もよく
騙された 
※１ 山本源太夫社中の神楽師によれば、記載のある 2 か所以外にも、4 月 9 日細江、4 月 15 日森、4 月 17













回檀社中・日程 松井嘉太夫・広瀬文太など、6 月頃 
写真掲載 無 
交通・交易 旅芸人の項 
・川並地区では毎年 6 月頃に獅子舞が 2 人で来る。古くは 4 月に 6、7 人で来た 
・江土では 5～6 月頃来た 
・上丹生では 4 月初めに松井嘉太夫が来た。上丹生で一番古い助作の家の前で最初に舞った 








一つお伊勢の大神楽 お手前ものよ庄太さんよ 二つ天丸わいそろい お手がだるけりゃささげましょう 
三つみみをむらいの親父めが しょうつく庄太さんのじゃまをする 四つ用もない街道に二度三度用もな
いのに 庄太さん逢いたいまた一度 五ついつきてみてもニコニコと 笑顔の良いのは庄太さん 六つ無
理をむたいの親父めが しょうつく庄太さんのじゃまをする 七つ長い刀を引き抜いて 悪魔ばらいの両
天下両天下 八つ山へかけなし庄太さん また来年の春を待つ春を待つ 九つここで死んだらどこで会お



































回檀社中・日程 松井嘉太夫・広瀬文太など、6 月頃 
写真掲載 無 
交通・交易 旅芸人の項 
・川並地区では毎年 6 月頃に獅子舞が 2 人で来る。古くは 4 月に 6、7 人で来た 
・江土では 5～6 月頃来た 
・上丹生では 4 月初めに松井嘉太夫が来た。上丹生で一番古い助作の家の前で最初に舞った 








一つお伊勢の大神楽 お手前ものよ庄太さんよ 二つ天丸わいそろい お手がだるけりゃささげましょう 
三つみみをむらいの親父めが しょうつく庄太さんのじゃまをする 四つ用もない街道に二度三度用もな
いのに 庄太さん逢いたいまた一度 五ついつきてみてもニコニコと 笑顔の良いのは庄太さん 六つ無
理をむたいの親父めが しょうつく庄太さんのじゃまをする 七つ長い刀を引き抜いて 悪魔ばらいの両
天下両天下 八つ山へかけなし庄太さん また来年の春を待つ春を待つ 九つここで死んだらどこで会お














































「うしろのせ おんせのせ おんしゃか しゃかしゃか おしゃかでどん よつやでどん 
よつやしゃかしゃか こうでもつ これがつーつとたったなら お神楽 お神楽 いくらでしょ 五百でしょ 




































































「うしろのせ おんせのせ おんしゃか しゃかしゃか おしゃかでどん よつやでどん 
よつやしゃかしゃか こうでもつ これがつーつとたったなら お神楽 お神楽 いくらでしょ 五百でしょ 

















また 1 月後半や 2 月であっても、その日が「獅子舞正月」と呼ばれ、元旦と並ぶ特別な日と認識され
ている地域もある（１－７草津市下物町、１－１１守山市古高町、１－１９野洲市妙光寺）。正月に親戚

































































































































































































































































神 野 知 恵（国立民族学博物館／東京文化財研究所　無形文化遺産部）
177滋賀県の市町村史誌に見られる伊勢大神楽関連記事の傾向
Characteristics of Articles about Ise-daikagura
Written in Local Reports of Shiga Prefecture
Kamino  Chie
　　The present paper aims to make a database of the articles written about Ise-daikagura 
(traveling lion dance troupe) in local reports of Shiga prefecture and to analyze the characteristics of 
those articles. 
　　Ise-daikagura is a traveling performing troupe that plays shishimai (lion dance) and hokagei 
(acrobatics) in rituals for purifying the deities of houses in west Japan. Performers of Ise-daikagra 
have kept earning their living out of the ritual performances.
　　There are five official groups of Ise-daikagura and all of these groups start their annual 
schedule of traveling from Shiga prefecture in January. Many people of Shiga have welcomed the 
performers and have formed a close relationship with them. For this reason, there are a 
considerable number of articles about Ise-daikagura on local reports published by municipal 
organizations.
　　Through the bibliographic survey, 65 articles were found to mention the visit of Ise-daikagura. 
The number is numerous as compared to other prefectures and there are detailed descriptions of 
Ise-daikagura in many articles. From these articles, the characteristics of the way of welcoming Ise-
daikagura in Shiga prefecture can be analyzed as follows.
　　First, most people of Shiga recognize the visit of Ise-daikagura as a part of their new-year 
celebrating events because the troupe comes to this area from New Year’s holidays to the spring. 
Second, people of Shiga seemed to understand well the purpose of Ise-daikagura’s visit as the 
purification of the deity of kitchen and fire called Sampo Kojin. It is because the belief of the deity is 
still alive in this area. Third, the person who has the responsibility to host the performers is quite 
clear in Shiga area partly because people have maintained the traditional village organization 
strictly. Fourth, there is less influence of Ise-daikagura’s artistic form on the local performing arts 
and events compared to other prefectures such as Osaka and Mie where people learn the lion dance 
and the musical instruments directly from Ise-daikagura performers. Instead of direct transmission, 
there are several examples of the influence on the nursery rhymes which contain the lyrics about 
Ise-daikagura. Many other folk customs held on the day of Ise-daikagura’s visit in each village was 
found through this bibliographic survey. 
